
                                                                                                

 

                                                                                                                                     

 

第 2回
だい   かい

 学校
がっこう

運営協
うんえいきょう

議会
ぎ か い

を終えて
 お

・・・ 

コミュニティ・スクールは、未来
 みらい

を担う
にな

子ども
 こ

の豊か
ゆた

な成長
せいちょう

のために学校
がっこう

・地域
 ちいき

・保護者
  ほごしゃ

が

連携
れんけい

・協働
きょうどう

し、それぞれが自分
じぶん

たちに何
なに

ができるか当事者
とうじしゃ

意識
いしき

をもって子ども
こ

の成長
せいちょう

を支えて
ささ

いく仕組み
 し く 

です。名張版
 なばり ばん

コミュニティ・スクールでは、学校
がっこう

・地域
 ちいき

・保護者
  ほごしゃ

がめざす子ども
 こ

の

姿
すがた

を共有
きょうゆう

するとともに、その実現
じつげん

のために「学校
がっこう

運営
うんえい

への参画
さんかく

」「学校
がっこう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

」「地域
 ちいき

貢献
こうけん

の場づくり
 ば

」を柱
はしら

に、地域
 ちいき

の子ども
 こ

の「学び
まな

」と「育ち
そだ

」に係わる
かか

当事者
とうじしゃ

として、連携
れんけい

・協働
きょうどう

した取組
とりくみ

を実施
 じっし

していきます。 

10月
がつ

16日
にち

（月
げつ

）、第 2回
だい  かい

学校
がっこう

運営協
うんえいきょう

議会
ぎかい

を開催
かいさい

しました。本校
ほんこう

の現状
げんじょう

（児童
 じ どう

の様子
 ようす

や 1学期
 がっき

末
まつ

学校
がっこう

児童
 じ どう

アンケート結果
けっか

分析
ぶんせき

、学力面
がくりょくめん

、小中
しょうちゅう

一貫
いっかん

教育
きょういく

の現状
げんじょう

、学校
がっこう

と地域
ちいき

との関わり
かか

）

について説明
せつめい

をさせていただいた後
あと

、委員
いいん

の皆様
みなさま

と今回
こんかい

は、「地域
 ちいき

での子ども
 こ

たちの

居場所づくり
 いばしょ

について～不登校
ふとうこう

の子ども
こ

たちに、地域
 ちいき

で何
なに

かできないか～」をテーマに熟議
じゅくぎ

を

行いました
おこな

。全国的
ぜんこくてき

に小
しょう

・中
ちゅう

・高
こう

の不登校
ふとうこう

児童
じ ど う

生徒
せ い と

が約
やく

30万人
まんにん

に急増
きゅうぞう

している中
なか

、不登校
ふとうこう

に

より、学び
まな

にアクセスできない子ども
 こ

たちをゼロにすることをめざし、「誰
だれ

一人
ひとり

取り残されない
と   のこ

学び
まな

の保障
ほしょう

に向けた
 む

不登校
ふとうこう

対策
たいさく

「COCOLO プラン」が文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

で取りまとめられました
と

。主
おも

な

取組
とりくみ

として、不登校
ふとうこう

の児童
 じどう

生徒
 せいと

全て
すべ

の学び
まな

の場
 ば

を確保
かくほ

し、学びたい
まな

と思った
おも

ときに学べる
まな

環境
かんきょう

を整える
ととの

という中
なか

で、子ども
こ

家庭庁
かていちょう

とも連携
れんけい

しながら「多様
 たよう

な学び
まな

の場
ば

、居場所
 いばしょ

の確保
かくほ

」とい

うことがあげられていることを受け
う

、グループ別
べつ

に行おう
おこな

と計画
けいかく

をしていましたが、委員
いいん

の方
かた

よりどうしたらよいか不安
ふあん

の声
こえ

や、いきなり不登校
ふとうこう

対策
たいさく

は難しい
むずか

。また、予備軍
よびぐん

をつくらない

ことに重点
じゅうてん

を置いた
 お

方
ほう

が良い
 よ

といった意見
 いけん

が出されました
 だ

。今回
こんかい

、「こうしていきましょう」

という具体的
ぐたいてき

なお話
  はなし

はできませんでしたが、今後
こんご

、児童
じどう

への心理的
しんりてき

なサポートや、学習
がくしゅう

支援
しえん

等
とう

について、学校
がっこう

運営協
うんえいきょう

議会
ぎかい

で研修
けんしゅう

の機会
きかい

を設ける
もう

必要
ひつよう

であると感じました
かん

。 

また、昨年度
さ く ね ん ど

学校
がっこう

と地域
ちいき

の連携
れんけい

・協働
きょうどう

した取組
とりくみ

の全体像
ぜんたいぞう

が見える
 み

CS カレンダー（コミュニ

ティ・スクールに関わる
かか

年
ねん

間
かん

計画
けいかく

）を提案
ていあん

し、取組
とりくみ

を「見える
 み

化
か

」したことで、関わって
かか

いた

だく方
かた

が増える
 ふ

とともに、コミュニティ・スクールについての理解度
りかいど

が高まり
たか

ました。今後
こ ん ご

、

継続
けいぞく

した取組
とりくみ

につながることを期待
きたい

したいと考えます
かんが

。 
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比奈知小学校 校長室だより すべての子どもが、 

「おはよう」から「さようなら」まで、

安心して学べる比奈知小学校に 

 

 

 

 熟議
じゅ くぎ

の様子
よ う す

 

「誰
だれ

一人
ひとり

取り残されない
と   のこ

学び
まな

の保障
ほしょう

に向けた
 む

不登校
 ふとうこう

対策
たいさく

「COCOLO プラン」（文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

） 



 

登
 とう

下校
げこう

の見守り
 み まも

について（お願い
   ねが

） 

 子ども
 こ

たちの登
とう

下校
げこう

の安全
あんぜん

について、保護者
 ほごしゃ

・地域
ちいき

の皆様
みなさま

にご協力
  きょうりょく

をいただきあり

がとうございます。今後
こんご

も子ども
こ

たちの安心
あんしん

安全
あんぜん

のため、特
とく

に下校
げこう

時刻
じこく

の３時
じ

から４

時半
じはん

ぐらいに家
いえ

の前
まえ

に出て
で

いただく、散歩
さんぽ

をその時間帯
じかんたい

に合わせて
あ

いただくなど、地域
ちいき

全体
ぜんたい

で見守って
 みまも

いただければ幸い
さいわ

です。どうぞよろしくお願い
  ねが

します。 

 

 ２学期
 がっき

も終わり
 お

に近づきました
ちか

。今
こん

学期
 がっき

は、多く
おお

の行事
ぎょうじ

で活躍
かつやく

した子ども
 こ

たちの姿
すがた

や

日々
 ひび

教室
きょうしつ

で見せる
 み

真剣
しんけん

な学び
まな

の顔
かお

など、心
こころ

に残る
のこ

シーンが数多く
かずおお

ありました。 

 人
ひと

がよりよく生きる
 い

ためには、子ども
 こ

たちの素直さ
す なお

や優しさ
やさ

、そして、新しい
あたら

ものに

チャレンジしていくことが大切
たいせつ

だと思います
おも

。学校
がっこう

生活
せいかつ

の中
なか

でも、子ども
 こ

たちどうしが

ふれあい、学び合い
まな  あ

、日々
 ひび

成長
せいちょう

している様子
ようす

がたくさんありました。 

 ２学期
がっき

はいろいろな学習
がくしゅう

があり、その時々
ときどき

に保護者
ほごしゃ

や地域
ちいき

の皆様
みなさま

から学校
がっこう

に協力
きょうりょく

を

していただき、子ども
 こ

たちとふれあっていただき、子どもたちの成長
せいちょう

を支え
ささ

ていただい

たことに感謝申し上げます
かんしゃもう   あ

。 

 

つくし祭り
まつ

の様子
 ようす

 

 「子ども
 こ

と夢
ゆめ

を語る
かた

こと」 

 ある教育
きょういく

冊子
 ざっし

を読んで
よ

いて、共感
きょうかん

できる内容
ないよう

がありました。ぜひ本校
ほんこう

においても、大切
たいせつ

にし

ていきたいなと思いました
おも

。本校
ほんこう

も、夢
ゆめ

やあこがれ、目標
もくひょう

をもって、それに向かって
 む

努力
どりょく

する

子ども
 こ

を大切
たいせつ

にしていきたいと考え
かんが

、日々
 ひび

教育
きょういく

活動
かつどう

を進めて
すす

きています。 終業式
しゅうぎょうしき

等
など

における

校長
こうちょう

あいさつの中
なか

においても、夢
ゆめ

をもつことの大切さ
たいせつ

について話
はなし

をしています。 

「できるか」、「できないか」ではなく、「やるか」、「やらないか」が大切
たいせつ

です。夢
ゆめ

を言葉
ことば

にして

伝え
つた

、挑戦
ちょうせん

してみることが大切
たいせつ

であると考えます
かんが

。自分
じぶん

の夢
ゆめ

を語る
かた

子ども
 こ

の目
 め

はきらきらとかが

やいています。Society5.0、つまり 2040年
ねん

ごろの社会
しゃかい

はどうなるのか、それは、国
くに

も科学者
かがくしゃ

も

私たち
わたし

教職員
きょうしょくいん

も、きっと誰
だれ

もわからないのではないでしょうか。そんな誰
だれ

も予測
 よそく

できない社会
しゃかい

で子ども
 こ

たちは生きて
い

いくのです。そんな時代
じだい

だからこそ、様々
さまざま

な可能性
かのうせい

をもつ子ども
 こ

たちと夢
ゆめ

を語る
かた

ことの大切さ
たいせつ

を忘れず
わす

に学校
がっこう

運営
うんえい

を推進
すいしん

していきたいと考えます
かんが

。 

 

 

 

名張
なばり

中学校区
ちゅうがっこうく

小中
しょうちゅう

一貫
いっかん

教育
きょういく

 乗り入れ
 の    い

授業
じゅぎょう

（美術
びじゅつ

） 

６年生
  ねんせい

が名張
 なばり

中学校
ちゅうがっこう

へ行き
 い

、中学校
ちゅうがっこう

の先生
せんせい

の指導
  しどう

のもと美術
びじゅつ

の

授業
じゅぎょう

を受けました
 う

。緊張
きんちょう

しながらも、楽しく
たの

活動
かつどう

できました。 

      

人
権

じ
ん
け
ん

学
習

が
く
し
ゅ
う 

授
業

じ
ゅ
ぎ
ょ
う

参
観

さ
ん
か
ん 


